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方法：調査期間は 2013年 1 月から 2013年 12 月とした。調査地域は,宮城県，岩手県，福島県の






結果：収集画像数 3743 枚のうち栄養価計算が出来た画像は 348枚であった。栄養価計算が出来
た画像の地域別割合は，岩手県が 59％，宮城県が 39％，福島県が 2％であった。発災後，供給
量が基準値に達した時期は，エネルギーは 40 日目，たんぱく質は 90 日目，脂質と炭水化物は











A Study on Nutritional Management in Shelters after Disaster 
‐Meal photo Analysis of the Great East Japan Earthquake‐ 
 
Tomoko Hirouchi 
Backgrounds:  Large-scale disasters such as Nankai-trough earthquakes are forecasted 
occur in near future in Japan. When a large-scale accident occurrs, the Disaster Relief Act 
is applied, and food is supplied to victims as part of rescue package. In disaster, lifeline 
and transportation are disrupted, as shown in the Great East Japan Earthquake. 
Transportation for supplies did not move smoothly and shelters were in shortages for food 
and water. In a research report on diet by the Miyagi Prefecture reported that food 
distributed at many shelters did not meet the nutritional requirements specified by the 
Ministry of Health, Labour, and Welfare (energy, protein, vitamin B1, vitamin B2, 
vitamin C). However, the reports did not specify other nutrients levels, and it was not 
clear whether any change in food supply took place over time from immediately after the 
earthquake. 
Objective:  Based on findings on food supply in shelters for victims of the Great East 
Japan Earthquake, an indicator of nutritional management in preparation for large-scale 
disasters that might occur in near future is recommended as a result of this research. 
Methods:  Survey took place from January 2013 to December 2013 in Miyagi 
Prefecture, Iwate Prefecture, and Fukushima Prefecture. Photographic images of meals 
taken at each shelter from March 11 to August 31, 2011 were collected and analyzed. 
Data were images published in weekly, newspapers and magazines that were released 
during the investigation period and photos of photographers living around the affected 
areas.  The amount of energy and nutrients intakes was calculated according to dietary 
reference in Japanese Dietary Reference Intakes (2015 edition), developed by Ministry 
of Health, Labour and Welfare. Accordingly, the standards amount and necessary 
average amount of nutrients for men and women of 18-69 years old were estimated. 
When ingredients could not be distinguished from an image, the particular dish names 
were used to estimate the ingredients based on widely used recipes, and the nutrients 
dosages were calculated. 
Results  
Among the collected 3743 images, 348 images were used for nutritional value 
calculation. Percentage of images used for nutritional value calculations by regions 
revealed: Iwate Prefecture, 59 percent; Miyagi Prefecture, 39%; Fukushima Prefecture, 
2%. The timings of the meal supply after the earthquake that satisfied nutritional 
values were 40 days for energy, 90 days for protein, and 30 days for lipids and 
carbohydrate. Earliest vitamins supply amount that satisfied the reference value was 
vitamin B12, and it was from the day 31 after the disaster. The earliest date satisfying 
the reference value in sodium was within 24 hours after the earthquake.  Analysis on 
the process of energy and nutrients distribution until the contents satisfied the 
reference value is classified into 9 phases.  This result was examined from the 
perspective of nutritional management, and the process was divided into 7 phases. 
Discussion:  The amount of energy and energy-producing nutrients in meals at shelters 
met the reference value on or after the 30th day from the earthquake. This is due to local 
governments started providing lunch boxes and the soup kitchens by volunteers were 
open around this time. The reason for sodium satisfying the reference value immediately 
after the earthquake was suggested to the amount of sodium contained in rice balls and 
pastries distributed immediately after the earthquake. From this study, the way of the 
nourishment management in the refuge life became clear. 
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下地震の被害想定を見直してきた中央防災会議は 2013年 12月，30 年以内 70％
の確率で起きるとされるマグニチュード 7 の首都直下地震が起きた場合，最悪の


























過去の教訓を踏まえて，平成 24年 6月 27日に第 1弾として 4），平成 25年 6月 21
日に第 2弾として 5）災害対策基本法が改正された。もともと災害対策基本法には，自主
防災組織（現第 2条の 2第 2号）や住民等の責務に関する規定（現第 7条第 3項）が置
かれていた。そして，平成 7年の阪神・淡路大震災において，学生を中心としたボラン
ティアの活動が注目されたことを踏まえ，ボランティアによる防災活動の環境整備に関
する努力義務規定が盛り込まれた（第 8条第 2項第 13号）。その後，東日本大震災後
の平成 24年改正では，住民による教訓伝承（現第 7条第 3項）に関する規定が入り，
また，都道府県防災会議の委員に，自主防災組織を構成する者を指名することができる

















第 3項 災害救助法 
 


















ることが可能である。阪神・淡路大震災では，震災の 1 週間後の避難者数は約 30 万
7000 人，2ヶ月後においても 7 万人を超え，避難所生活が解消されるのに 6ヶ月以上
かかった。東日本大震災では，1 週間後の避難者数は約 38 万 7000 人であったため，
避難所の開設期間を 2ヶ月と延期した。しかし，2ヶ月後における避難者数は約 11 万















第 4項 東日本大震災の現状 
 
4-1. 震災の被害状況  
 




また，各種ライフラインも寸断され，停電世帯は 800万戸以上 9)，断水世帯は 180万戸
以上 10）に上った。この震災による死者・行方不明者は約 2万人でこの大半は東北の岩
手県，宮城県，福島県の 3県が占めている。また建築物の全壊・半壊は合わせて 35万
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表1-1. 東日本大震災，食生活関連の新聞報道 （2011年3月14日付け） 
新聞名 ページ 記事（抜粋） 
河北新報 1  避難者 6県で45万人超え 




河北新報  12日まで1日3回おにぎり1個，13日は1日2回へ 
河北新報 15  宮城県では2万人が孤立，毛布，水，食料が不足 
朝日新聞 15  食べ物不足，コンビニ休業相次ぐ，都内も品薄 
朝日新聞 15  救援物資即席めん100万食，給湯機能付き車両も提供 
朝日新聞 18  岩手大槌町救援物資届かず，灯油，食料もつきかけている 
朝日新聞 18  宮城県東松島市立大曲小学校では13日から食料配布開始 
朝日新聞 18  朝食1人あたりパン1/4個 
朝日新聞 18  夕食にあめ・せんべい 
朝日新聞 18  福島県白河市大信福祉センター1日3個のおにぎり 
産経新聞 5  生活必需品は品切れ，ガソリンなくトラック輸送機能まひ 




読売新聞  岩手県陸前高田市立第一中学では食料ぎりぎり 
表1-2. 東日本大震災，食生活関連の新聞報道 （2011年3月19日付け） 
新聞名 ページ 記事（抜粋） 
河北新報 15 
 宮城県三陸町に山形県圧内市から「つゆ餅」1,500食，     
 震災以来初めてのあたたかな食事食べて元気に 
日本経済新聞 22  避難所に重要時向けの食事なし 
新潟日報 7 
 国や自治体要請相次ぎ新潟県内メーカー増産急ぐ， 
 包装米飯や飲料 水，物流停滞足かせ 
新潟日報 20 
 仙台派遣の新潟市職員，乳幼児食料持参で手持ち支援  
 粉ミルク，アレルギー対応食品の不足 
朝日新聞 5 
 18日 政府集計 届いた支援食料289万個  
 非常食，カップ麺，パン 避難所には行きわたらず 
朝日新聞 5  発生4日目では48万個拠点で留まる。避難者は40万3,811人 
朝日新聞 17  病院 医療品不足深刻 通信不足 燃料途絶え  
読売新聞 23  アレルギー対応食品 懸命の営業 仙台市 
産経新聞 2 
 支援物資，倉庫に停留 運搬手段なく        
 ローソン（パン，おにぎり13万5000）日清・即席めん協会（即席めん150万） 
産経新聞 6  物資不足と寒さとの戦い 
産経新聞 24 
 届かぬ支援物資 避難所は陸の孤島  
 宮城県女川町1日1～2食，避難所で食料めぐりいさかい 
産経新聞 26  食の安全放射能から守る 自治体ごとに判断 出荷停止や回収 
表1-3. 東日本大震災，食生活関連の新聞報道 （2011年4月6日～17日付け） 
日付 新聞名 ページ 記事（抜粋） 
4月6日 日本経済新聞 31 
 炭水化物中心の食生活長期化 避難者体調崩す恐れ            
 日本栄養士会調査へ 
4月7日 読売新聞 26  在宅高齢者へ物資を 釜石のNPOが奮闘 
4月8日 新潟日報 22 
 震災避難所におかず必要 需要と供給ミスマッチ                 
 全国知事会が調査 常温保存で手間のかからないおかず 
4月8日 新潟日報 7  最大震度6強 疲労もピーク 被災地で再び大規模停電 
4月10日 読売新聞 14  被災者の栄養状態が心配  「ごはん，パンだけ」続く 
4月10日 朝日新聞 18  死者12898人（半数高齢者） 行方不明者14824人 避難者16378人  
4月12日 読売新聞 20  物資不足 1日おにぎり1個 3日間おかゆのみ 
4月12日 読売新聞 35  震災関連死疑い282人 避難所不衛生 寒さで拡大 3県病院調査 
4月15日 朝日新聞 30  給食はパンと牛乳のみ 女川の小学校で再開 
4月16日 読売新聞 28  ビタミン不足対策急ぐ 


















































































































































第 2章 本論 1 
 
第 1節 研究方法 
 
第 1項 調査期間及び画像撮影日 
 
調査期間は 2013年 1月から 2013年 12月の 1年間とし，2011年 3月 11日から 2011
年 8月 31日に各避難所で撮影された食事画像を収集した。 
 















第 5項 栄養価計算の算出 







炭水化物）,必須ビタミン 13種類（ビタミン A,ビタミン D,ビタミン E,ビタミン K,ビタ
ミン B1,ビタミン B2,ナイアシン,ビタミン B6,ビタミン B12,葉酸,パントテン酸,ビオチン,






































第 7項 写真法による食事調査の有用性  
 
食事画像から食事内容を推定し，エネルギーや各栄養素を算出する「写真法」は，有










は，週刊誌 3,192枚（85％），写真集 245枚（7％），写真家 250枚（7％），新聞 17
社（宮城県・岩手県・福島県の各新聞社及び全国紙の朝日・読売・毎日・産経・日本経
済）56枚（1％）であった。収集した食事画像数のうち写真法適応画像数は 348枚（9％）
で，それぞれ，週刊誌 54枚（16％），写真集 35枚（10％），写真家 246枚（71％），
新聞 13枚（4％）となり，栄養価計算に使用できる画像は写真家が撮影した画像が最も
多く，全体の 7割を占めた。 
次に，地域別食事画像数を表 2に示す。全体では宮城県が最も多く 2,145枚 （57％），
次いで岩手県が 1,580枚（42％），福島県は 18枚（1％）であった。栄養価計算適応数






方,写真家による画像数は 4月をピークに減少傾向を示した（図 2・図 3）。 
 
第 2項 エネルギーの供給量 
 
発災直後は多くの避難所ではお茶とおにぎり，ジュースとパンという組み合わせが主






示し，避難所が閉鎖される 120 日目には基準値を大幅に超える結果となった（図 4）。 
 















で，ビタミン K （38日目），葉酸（40日目）ビタミン B6（41日目），ビタミン B1（53
日目），ビタミン E（54日目），ビタミン B2（55日目），パントテン酸（56日目），



















た 30日目までをフェーズ 2，エネルギーが基準値に達した 40日までをフェーズ 3，続
いて，エネルギー代謝に欠かせないビタミン B1，B2が基準値に達した 50日過ぎまでを
フェーズ 4，不足しやすいビタミン Cやカリウムなどが基準値に達した 60日過ぎをフ
ェーズ 5，リンと亜鉛が達した 70日過ぎまでをフェーズ 6，たんぱく質が基準値に達し





  ジュース 1本 パン 1個   
エネルギー 71kcal 417kcal 
たんぱく質 2.1g 11.4g  
脂質 0.0g 7.6ｇ 
炭水化物 14.6g 72.3ｇ 
ジュース 1本 パン 1個 
ビタミンA 13㎍ 21.48㎍ 
ビタミンＤ ‐ 0.15㎍ 
ビタミンE 2.7㎎ 0.18㎎ 
ビタミンK 11㎍ 3.06㎍ 
ビタミンC 20㎎ 0.06㎎ 
ビタミンＢ1 0.04㎎ 0.08㎎ 
ビタミンＢ2 0.04㎎ 0.07㎎ 
ナイアシン 0.31㎎ 0.36㎎ 
ビタミンＢ6 0.03㎎ 0.02㎎ 
ビタミンＢ12 ‐ 0.07㎍ 
パントテン酸 0.19㎎ 0.34㎎ 
葉酸 10㎍ 22.05㎍ 
ビオチン 2.3㎍ 3.27㎍ 
ナトリウム 220㎎ 144.64㎎ 
カリウム 700㎎ 61.7㎎ 
カルシウム 27㎎ 21.78㎎ 
マグネシウム 33mg 14.71㎎ 
リン 18.54㎎ 60.64㎎ 
鉄 0.4㎎ 1.12㎎ 
亜鉛 0.1㎎ 0.58㎎ 
銅 0.06㎎ 0.09㎎ 
マンガン 0.05㎎ 0.11㎎ 
ヨウ素 4.12㎍ 1.96㎍ 
セレン ‐ 10.11㎍ 
クロム 1.03㎍ 0.33㎍ 
モリブデン 4.12㎍ 6.4㎍ 図1. 栄養価計算を行った食事画像の一例  
表1. メディア別食事画像数 
            
  総数（ｎ=3743）   栄養価計算適応数（ｎ=348） 
  枚 ％   枚 ％ 
週刊誌 3192 85   54 16 
写真集 245 7   35 10 
写真家 250 7   246 71 
新聞 56 1   13 4 
            
            
表2. 地域別食事画像数 
            
  総数（ｎ=3743）   栄養価計算適応数（ｎ=348） 
  枚 ％   枚 ％ 
宮城県 2145 57   136 39 
岩手県 1580 42   204 59 
福島県 18 1   8 2 
            



































































3月11日 4月11日 5月11日 6月11日 
（g） 






























3月11日 4月11日 5月11日 6月11日 
ビタミンB12 
（㎍） 






図6-1. ビタミンの供給量（ビタミンB12 ビタミンK） 
目安量（150㎍） 
2012年度国民の摂取量平均値（241㎍） （㎍） 






















3月11日 4月11日 5月11日 6月11日 
葉酸 
必要量（200㎍）   
2012年度国民の摂取量平均値（296㎍） 
40日目 
図6-2. ビタミンの供給量（葉酸，ビタミンB6)  
（㎍） 





























図6-3. ビタミンの供給量（ビタミンB1，ビタミンE)  
















































































































基準値（600㎎）   
2012年度国民の平均摂取量（4086㎎） 


































































































































































3月11日 4月11日 5月11日 6月11日 
マンガン（Mn) 















40日 50日 60日 24ｈ 30日 20日 10日 












70日 80日 90日 100日 110日 120日 60日 
Zn  P  Ca V.A V.D たんぱく質 
K Mg 
V.C ナイアシン 
図8.  エネルギー及び各栄養素の供給量が基準値に達した時期 
発災 
40日 50日 60日 24ｈ 30日 20日 10日 












70日 80日 90日 100日 110日 120日 60日 
Zn  P  Ca V.A V.D たんぱく質 
K Mg 
V.C ナイアシン 
２ ３ 1 ４ 
５ ８ ６ ７ ９ 
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第 2節 発災後の栄養管理 
 















































































アミンの生成にはビタミン C やビタミン Eが必要であり,ストレスの増加によってビタ







































収縮期 130mmHg未満かつ拡張期 85mmHg未満であるところ，約 85％が収縮期血圧 140mmHg
以上で,4人に 1人が 180mmHg以上であった。さらに 4週間後に宮城県南三陸町などの



























































栄養管理の流れは 7フェーズが妥当であると考えた（図 5，表 4）。 
 
第 4 節 食環境をふまえた避難所生活における栄養管理 
 





















ン B₁,ビタミン B₂,ビタミン Cが低下したと報告している 24）。東日本大震災では,被災
地である宮城県及び岩手県に対し,ビタミン強化米の配布が行われた 25）。ビタミン強化
米を使用した場合のビタミン供給量は,米 1合当たりで,ビタミン B₁が 0.8㎎,ビタミン
B₂が 0.1㎎,ビタミン Cが 0㎎である。ビタミン強化米では,ビタミン B₁は十分に供給
できるが,ビタミン B₂及びビタミン C は十分に供給できないことが懸念される。また，
発災後におにぎりやパン，そして水のみしか食事として摂取できなかった場合，ビタミ




量が発災後 24時間以内に必要量 600mg/日（食塩相当量 1.5ｇ/日）を超えた。その後も
増加傾向を示し,発災後 17日目には成人男性の目標量（食塩相当量 8.0ｇ/日未満）を





























































































第 5節 災害時の栄養管理に有効な食品例 
 






ぬか層 48％,胚乳 17％である 28）。このため，発災直後，精白米のおにぎりの供給だけ
では充分なビタミンやミネラルを確保できない。そこで，ビタミンやミネラルを補給す
るために，精白米に玄米を混ぜることを提案する。玄米は精白米に比べ栄養価が高く，





第 2項 干し芋 
 
芋類に含まれるビタミン Cは,加熱調理しても糊化したでんぷんの作用により壊れに
くく,残存率が高い 29）。芋類のなかでも，特にさつまいもはビタミン B₁，ビタミン B₂,
























分は鶏肉や豚肉の 3倍，ビタミン B12は鶏肉の 3倍，豚肉の 4倍を含んでいる。豚肉は，
肉類の中でもビタミン B₁を豊富に含んでおり，鶏肉の 12倍，牛肉の 10倍である。鶏


























て,ビタミン Aは鶏卵の 2.5倍, ビタミン B₁は鶏卵の 2.3倍,ビタミン B₂は鶏卵の 1.7





























第 7項 果物の缶詰 
 





























食料供給の提案を表 7に示した。このように,  適した食材を適した時期に供給するこ






































2.5±0.5 5.7±2.6 6.7±3.7 24.3±8.1 50.0±20.8 51.7±8.2 57.2±14.0 168.5±35.4 


























































































































































Ｎａ 即席カップ麺、漬物、味噌 細胞外液の浸透圧の調節 食欲不振、嘔吐、筋肉痛、意識障害   
Ｋ  野菜、果物  細胞内液の浸透圧の調節 便秘、心臓発作、腎不全など 
Ｃａ  乳製品、魚介類、野菜  丈夫な骨や歯をつくる 
骨粗しょう症、不眠、イライラ、幼児の骨の発育障害（くる
病） 
Ｍｇ  豆製品  丈夫な骨や歯をつくる けいれん、しびれ、めまい、記憶障害 







Ｆｅ  魚介類、緑黄色野菜 貧血を予防する 頭痛、食欲不振、鉄欠乏性貧血 
45日 
 
Ｃｕ  魚介類、豆類 貧血を予防する 貧血を起こしたり、毛髪や皮膚の色が脱色する 
6ヶ月 
 







Ｉ  海藻類、魚介類 成長を促進する 甲状腺腫など 






Ｍｏ  穀類、豆類 糖質、脂質の代謝を助ける 貧血や痛風、不妊、疲れやすくなる。  





Ｍｎ  アーモンド、豆類 骨の健康を保つ 骨の異常、成長障害、妊娠障害など 2年 
表3. ミネラルの作用と欠乏症の症状 
図4-1. ミネラルの供給量の過不足 











































120日 60日 24ｈ 




























• 必要供給量の確保  ：エネルギー,  エネルギー産生栄養素 
～7日 
（F2) 
• 必要供給量の確保 ：エネルギー,  エネルギー産生栄養素,  ビタミン 
• 過剰の回避      ：ナトリウム 
～30日 
（F3) 
• 必要供給量の確保 ：エネルギー,  エネルギー産生栄養素,  ビタミン,  ミネラル（特にカリウム,  マグネシウム） 
• 過剰の回避      ：ナトリウム,  ヨウ素 
～40日 
（F4) 
• 必要供給量の確保 ：エネルギー,  たんぱく質,  ビタミン,  ミネラル（特にカリウム,  マグネシウム） 
• 過剰の回避      ：炭水化物,  脂質,  ナトリウム,  ヨウ素 
～60日 
（F5) 
• 必要供給量の確保 ：たんぱく質,  ビタミン,  ミネラル（特にカリウム,  マグネシウム） 
• 過剰の回避      ：エネルギー,  炭水化物,  脂質,  ナトリウム,  ヨウ素,  充足された脂溶性ビタミン 
～90日 
（F6) 
• 必要供給量の確保 ：たんぱく質,  ビタミン,  ミネラル 
• 過剰の回避      ：エネルギー,  炭水化物,  脂質,  ナトリウム,  ヨウ素,  充足された脂溶性ビタミン 
90日以降 
（F7) 
• 必要供給量の確保 ：ビタミン,  ミネラル 








・開封後すぐに食べられる食品を活用し,  エネルギー及びエネルギー産生栄養素を確保。 
・食事に配慮が必要な方の食品を確保。（粉ミルク,  離乳食,  アレルギー除去食品等） 
支援物資の供給 
地元住民による炊き出し 




・調理担当者と連携し,  食事内容,  食材管理,  衛生管理などの指導を行い,  炊き出しのモデル献立を紹介する。 
・食事等で困っている方がいないか巡回し,  心配がある方は運営者に申し出るようにチラシ等で周知する。 
弁当支給 F4 ・炭水化物や脂質の過剰供給を回避するため,  必要に応じて,  弁当業者にメニュー内容の改善を依頼する。 
大量調理施設での 
炊き出し 




・ビタミン,  ミネラルの供給不足に留意し,  避難所が閉鎖するまでに,  余っている食材を利用したメニューを 
調理担当者と検討する。 
表5.食環境をふまえた避難所生活における栄養管理 
食品 エネルギー産生栄養素 主な含有ビタミン 主な含有ミネラル 
アルファ化米 炭水化物 V.B₁, パントテン酸, ナイアシン Mn,   Cu,   Zn 
魚の缶詰 
（ツナ缶など） 
脂質,  たんぱく質 ナイアシン, V.B₆, B2, V.D, V.E, V.K,   Fe,   P,   Zn,   Ca,   Se 
肉の缶詰 
（焼き鳥缶など） 
脂質,  たんぱく質 ナイアシン,  V.B₂,   V.B12,   V.K,    Na,   Fe,  Zn,   Cu 
果物の缶詰 
（みかん缶など） 
炭水化物 V.C,  V.A,   V.E,   V.K,    K,  Mg,  Fe,  Cu 
うずら卵の缶詰 脂質,  たんぱく質 V.B₁,  V.B₂, V.B₆,  V.B12,  葉酸, V.A Ｓｅ,  Fe,   P,   Zn 
チーズ 脂質,  たんぱく質 V.B₂,  Ｖ.B12,  V.A Ca, P, Zn 
玄米 炭水化物 V.B₁,   V.B₂,   V.E Ca, K, Mg, Zn,   Fe,   P 
干し芋 炭水化物 V.B₁,   V.B₂,   V.B₆,   V.C,  V.E Ca, K, Ｍｇ, Fe,    
ドライフルーツ 
（マンゴーなど） 
炭水化物 Ca, K, Mg, Fe,  Cu,  P,  Zn 
バナナ 炭水化物 V.B₆,  V.C K, Mg,，Mo,  Cu,   














開封後すぐに食べられる食品,  かつ常温保存が可能な食品でエネルギー確保 





アルファ化米に玄米を混ぜる     ：ビタミン，ミネラルを確保 
うずらの卵を取り入れた料理を供給 ：たんぱく質，水溶性ビタミンの確保  




精白米に玄米を混ぜる         ：ビタミン，ミネラルを確保 
佃煮,  味つけ海苔などを制限     ：ナトリウム，ヨウ素の制限 
弁当支給 F4 弁当に野菜ジュース,  果物の缶詰,  チーズ等を組み合わせる。 
大量調理施設での 
炊き出し 
F5 精白米に玄米を混ぜる ：ビタミン, ミネラルを確保   
仮説住宅へ移転 
避難所の閉鎖開始 





1. 食品成分表 2012 
2. 市販加工食品成分表  
3. 栄養摂取状況のための標準的図版ツール（2009 年版） 
4. 日本人の食事摂取基準（2015 年版） 
5. 平成 24 年国民健康・栄養調査報告（厚生労働省） 
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